
市民の力で支えあい、一人ひとりが主役の笑顔あふれるまち柳井2

地域にはたくさんの専門家がいる！大人も笑顔に！
○長年陸上競技の指導に関わってきましたが、小学校の運動会でリレーのバトン

の受け渡しを見ている時に、ふと「何かお手伝いできることはないか」と感じま

した。先生は「教育のプロ」かもしれないが、すべての分野に通じているわけで

はありません。陸上競技だけでなく、料理や裁縫、習字、絵本の読み聞かせなど、

専門家は身近にたくさんいるので、それを教育現場に生かしたいと思いました。

○得意分野がなくても、子どもに寄り添い一緒に活動するだけで大きな力になり

ます。先日、小学１年生と一緒にアサガオのツル取りをした際に「子どもたちや

先生から感謝され、元気をもらった」と話す人がいました。子どもたちの学びが

充実するだけでなく、大人の笑顔の輪も広がっています。

特集
  おとな  　 つどう  学校に！

～「学校応援団」募集中～
　私たち大人には、子どもたちが夢をかなえ、未来に希望を持ち、笑顔で暮らせるまちをつくっ

ていく使命があります。そのために、私たちは何ができるでしょうか？

　市内の小・中学校には、各学校の教育活動を充実させるためのボランティア活動を行う「学

校応援団」があります。学校応援団の一員として楽しみながら活動を続けている人たちに、こ

れからの学校のあり方、まちづくり、人づくりについてお話を聞きました。

コミュニティ・ルームを拠点基地に！
○学校には「コミュニティ・ルーム」がありますが、そこが「憩いの場」に

なり、まちづくり・人づくりの拠点になると良いと思います。交流ラ

ウンジをつくってまちの活性化につなげている好事例はたくさんあり、

日積では地域素材の木を使った「おもちゃ」をコミュニティ・ルームに

そろえ、大人も子どもも楽しめる場にしたいと考えています。

○「地域の子どもは地域で育てる」、「地域素材を生かす」といった発想が必

要だと思います。
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